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テーマＡ―２ 【中学校 数学】 

                              武雄市立山内中学校 教諭 菰田 充範 

 

 

 

 

 

 

 

     

〈キーワード〉 ①説明し伝え合う活動  ②共有シートの活用  ③話型 

 

１ 研究の目標 

数学的な思考力・判断力・表現力を育むために，説明し伝え合う活動を取り入れた学習指導の在り

方を探る。 

 

２ 目標設定の趣旨 

  平成 20年９月に示された中学校学習指導要領解説数学編では，「数学的活動は，基礎的・基本的な

知識及び技能を確実に身に付けるとともに，数学的に考える力を高めたり，数学を学ぶことの楽しさ

や意義を実感したりするために，重要な役割を果たすものである」1)と，数学的活動の重要性が述べ

られている。中でも，特に重視している数学的活動の一つに，「数学的な表現を用いて根拠を明らかに

し筋道立てて説明し伝え合う活動」2)がある。この活動については「言葉や数，式，図，表，グラフ

などを適切に用いて，数量や図形などに関する事実や手続き，思考の過程や判断の根拠などを的確に

表現したり，考えたことや工夫したことなどを数学的な表現を用いて伝え合い共有したり，見いだし

たことや思考の過程，判断の根拠などを数学的に説明したりする活動である」3)と述べられている。 

  平成 22年度の全国学力・学習状況調査の佐賀県中学校数学の調査では，「数学的な見方や考え方」

の観点に関する問題や「活用」に関する問題の正答率が全国よりも低い結果が見られた。 

また，同年度に実施された佐賀県小・中学校学習状況調査における中学校数学・第２学年の調査に

おいても，「数学的な見方や考え方」の観点に関する問題の正答率は，「おおむね達成」の基準を僅

かに上回る結果にとどまっていた。さらに，「活用」に関する記述式の問題の正答率は，「おおむね

達成」の基準より低く，無解答率については高い結果が出ていた。これらのことから，佐賀県の生徒

は，数学的な思考力・判断力・表現力に関して大きな課題があると考えられる。この課題を解決する

ためには，「数学的な表現を用いて根拠を明らかにし筋道立てて説明し伝え合う活動」の充実を図っ

ていくことが重要であると考える。 

そこで，本研究では，グループの研究テーマ，研究課題を受け，説明し伝え合う活動の充実を図る

ための学習指導の在り方について探る。その中で，生徒が筋道立てて説明することができるようにな

ったり，自分と異なる考えにふれて思考を深めたりすることができるようになれば，数学的な思考

力・判断力・表現力を育むことができるだろうと考え，本目標を設定した。 

 

３ 研究の仮説 

個人やグループでのワークシートの活用の工夫をしたり，話型を取り入れたりすることで，説明し

伝え合う活動の充実を図れば，生徒は筋道を立てて表現することができるようになったり，自分と異

本  本研究は，数学的な思考力・判断力・表現力を育むために，説明し伝え合う活動を取り入れた

学習指導の在り方を探ったものである。説明し伝え合う活動を充実させるために，個人のワーク

シートやグループでの共有シートを活用して，説明のための図をかいたり，式に説明を書き加え

たりする活動に取り組ませた。また，自分の考えを筋道立てて説明させるために，基本的な文型(話

型)を提示した。これらの取組をペア，グループで繰り返し行ったことで，自分と異なる多様な考

えに触れて思考を深めたり，筋道立てて表現したりすることができる生徒が増えた。 

要   旨 
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なる考えに触れて思考を深めたりすることができるようになり，数学的な思考力・判断力・表現力を

育むことができるであろう。 

 

４ 研究の方法 

(1)  説明し伝え合う活動を取り入れた授業実践例や活動の充実を図るための手立てに関する理論研究 

(2)  仮説を検証するための，所属校における授業実践 

(3)  検証授業を基にした手立ての有効性についての検証及び考察 

 

５ 研究の内容 

(1)  先行研究や文献等を基に理論研究を行い，説明し伝え合う活動を充実させるために，個人やグル

ープでのワークシートの活用の手立てを明確化する。 

(2)  理論研究を基に説明し伝え合う活動を取り入れた授業実践を行う。 

(3)  事前・事後アンケートや授業のワークシート及び確認テストの結果を考察することで，検証及び 

分析を行う。 

  

６ 研究の実際 

(1) 文献による理論研究 

今回改訂された学習指導要領では，数学的活動を通して，基礎的・基本的な知識及び技能を確実 

に身に付け，数学的な思考力・判断力・表現力を育むことが求められている。数学的活動とは，生

徒が主体的に取り組む数学に関わりのある様々な営みを意味し，その内容は多岐にわたっているが，

特に，中学校数学科において重視されているのは次の３つである。 

①  既習の数学を基にして数や図形の性質などを見いだし発展させる活動 

②  日常生活や社会で数学を利用する活動 

③  数学的な表現を用いて根拠を明らかにし筋道立てて説明し伝え合う活動 

    本研究では，③の活動を充実させることを重視して，研究を進めていくことにした。この活動を

充実させる手立てについては，「自分の考えを筋道立てて他の人に説明する際には，説明のための図

をかいたり，式に説明を書き加えたりし，言語技術を使いながら相手意識をもった説明ができるよ

う意識させることが大切である」4)という藤井の考えを参考にした。   

具体的には，ワークシートを活用して，説明のた

めの図をかいたり，式に説明を書き加えたりする活

動を取り入れることを考えた。また，自分の考えを

説明するときに基本的な文型を提示することで，自

分の考えを分かりやすく相手に筋道立てて伝えられ

るようになり，説明し伝え合う活動の充実を図るこ

とができると考えた。これらの取組を行っていくこ

とで，数学的な思考力・判断力・表現力を育むこと

ができると考え，研究の構想を立てて授業を実践し

ていくことにした(図１)。 

(2) 実践化への手立て 

ア 授業について       

１時間の授業を「つかむ」，「見通す」，｢練り合う」，｢深める｣，｢まとめる｣の５つの段階に分 

け，それぞれの段階にアからカの数学的活動を位置付けて授業を展開するようにした(次頁図２)。 

図１ 研究の構想図 
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この中でも，特に「練り合う」段階において，ワーク

シートを活用し，説明し伝え合う活動の充実を図るため

の取組を行っていくことにした(図３)。 

イ 話型について 

説明し伝え合う活動の充実を図るために，自分の考え

を書き表したり説明したりする際に，話型を取り入れる

ようにした(図４)。話型を取り入れることで，図や表，

式，言葉などを使って，自分の考えをうまく筋道立てて

説明することができるようになると考えた。また，話型

を使うことで，相手意識をもった説明ができるようにな

ると考えた。 

ウ  共有シートについて 

共有シートとは，グループ内で多様な考えを説明し伝

え合う活動を行う際に，複数の考えを書き込むことがで

きるワークシートである。これは，個人の考えを説明す

るために必要なスペースを十分にとった紙に透明のラミ

ネートフィルムをかぶせ，その上からホワイトボードマ

ーカーで記入できるようにしたものである。これを使っ

て，図や表，式，言葉を必要に応じて用いることで，相

手に自分の考えを分かりやすく説明することができるよ

うにした(図５)。 

エ ワークシートの活用の工夫について 

「練り合う」段階の「観察・操作などの具体的な活動」

では，まず，課題について既習内容で使えるものがない

か検討させたり，具体物を操作させたりすることにより

解き方を個人で考えさせるようにした。 

次に，考えたことをワークシートに，図や表，式，言

葉を使ってまとめさせるようにした。その際，話型や既

習の数学の用語を使わせることで，自分の考えを筋道立

てて説明ができるようにした。 

そして，「自分の考えを人に伝える活動・人の考えを理

解する活動」では，ペア・グループでの説明し伝え合う

活動を取り入れた。具体的には，ペア活動では，個人で

まとめたワークシートを活用して互いに説明させるよう

にし，もし，相手の考えで分からないところや疑問に思

うところがあれば，質問させたり，アドバイスさせたり

した。グループ活動では，多様な見方や考え方に触れさ

せるために，４人でグループを編成させ，共有シートを

活用させて複数の考えを書き込ませるようにした。その後，話合いを通してグループから出た複数の

考えができるだけ重ならないように配慮しながら，グループ毎に共有シートにまとめさせた。クラス

全体で考える際には，グループ毎に共有シートにまとめた考えを発表させることで共有化を図り，多

様な見方や考え方に触れさせるようにした(次頁図６)。 

図２ 授業に位置付ける主な数学的活動 

1時間の授業の流れと数学的活動 

図５ 共有シートの例 

図４ 話型 

図３ 「練り合う」段階の取組の流れ 
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(3) 検証の視点 

次のような２つの視点に着目し，検証した。 

ア 【検証の視点Ⅰ】数学的な表現力の高まり 

説明し伝え合う活動の際に，話型と数学の用語を使   

わせることで，数学的な表現力の高まりが見られたか 

を検証した。 

イ 【検証の視点Ⅱ】多様な見方や考え方の深まり 

個人のワークシートや共有シートを活用して，ペア，     

グループ，クラス全体へと説明し伝え合う活動を取り 

入れることで，多様な見方や考え方の深まりが見られたかを検証した。 

(4) 授業の実際(検証授業①)    

単元「平方根」(全15時間)で，７時間目と９時間目において実践を行った(表１)。 

表１ 単元の概要 

ここでは，「分母に√をふくまないように変形

する」の授業について説明する。教科書では，「分

母に√をふくむ数を√をふくまないように変形

する」という例題で，具体的な計算の仕方の例が

紹介されていた。そこで，どのように変形するの

かを考えさせるために，問題の形式を変えて生徒

に提示した(図７)。その際，根拠を示して筋道立

てて説明できるように話型を用いらせた。そして，

下表のように，授業のそれぞれの段階に数学的活

動を位置付けて実践を行った(表２)。 

 

段階 
数学的

活動 
生徒の活動【検証の視点】 手立て 

つかむ   既習内容を振り返る。                   フラッシュカード 

見通す ア 問題１について，どのように考えて変形するのか予想する。 ヒントカードの提示 

練り合う 

イ 

ウ 

・問題１の求め方について，個人で考えたことを説明できるよう

にワークシートにまとめる。 

・問題２に取り組む。【検証の視点Ⅰ】  

個人のワークシート 

話型の提示 

・問題３に取り組み，ペアで解き方について説明し伝え合う。 

・問題３の多様な解き方について，グループ・クラス全体で説明

し伝え合う。【検証の視点Ⅱ】   

ヒントカードの提示 

共有シートの活用 

深める オ 演習問題に取り組む。  

まとめる カ 本時の学習内容を振り返る。  

 

単元名 第３学年「平方根」 

 単元目標 
数の平方根について理解し，数の概念の理解をいっそう深めるとともに，数を用いてものご

とをいっそう広く考察・処理することができるようにする。 

 時(全15時) 主な学習内容 

  ７／15 時 △○ を □の形に変形する。あるいは □を △○ の形に変形する。 

  ９／15 時 分母に√をふくまないように変形する。 

図６ 共有シートを活用している様子 

図７ ワークシートの問題 

表２ 「分母に√をふくまないように変形する」の授業について 

※ 表２のアからカの数学的活動は，図２の「授業に位置付ける主な数学的活動」にあるアからカに対応している。 
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 「見通す」段階では，問題１の解き方が分からない生徒への手立てとして，どのように変形したら

よいかなどの考えを書いたヒントカードを提示し考えさせた(図８)。「練り合う」段階では，考えた

ことを筋道立てて説明できるように，話型や数学の用語を使って個人のワークシートにまとめさせ，

ペアやクラス全体で確認させた。その後，練習問題を解かせた上で問題２に取り組ませた(図９)。 

問題３では，多様な見方や考え方を書き込めるようにワークシートを工夫し，ペアで考えを出し合

わせるようにした(図10)。また，グループで考えを出し合わせる際には，共有シートを活用させるこ

とで，自分では気付かなかった考えに触れさせるようにした。クラス全体においても，この共有シー

トを活用させることで，グループでは出なかった多様な見方や考え方に気付かせるようにした。 

 

 

 

 

 

 

 

(5) 検証授業①における生徒の変容 

「分母に√をふくまないように変形する」の授業で，抽出した生徒Ａと生徒Ｂのワークシートを 

分析した(表３)。 

表３ 抽出した生徒Ａと生徒Ｂの４月の実態 

生徒Ａ 生徒Ｂ 

定期テストの成績が下位で，事前調査の因数分解の式

の説明を記述する問題では，ほとんど説明を書くことが

できなかった生徒。 

 

 

 

定期テストの成績が中位で，事前調査の因数分解の

式の説明を記述する問題では，筋道立てて説明するこ

とができていなかった生徒。 

 

 

 

ア 【検証の視点Ⅰ】数学的な表現力の高まり 

問題２において，数学的な表現力の高まりについて検証した。事前調査では，ほとんど説明を書

くことができていなかった生徒Ａは，話型や「有理数」などの数学の用語を使って，自分の考えを

筋道立てて説明することができていた。また，筋道立てて説明することができていなかった生徒Ｂ

は，「なぜなら」という根拠を示す言葉や「有理化」などの数学の用語を使って，自分の考えを筋

道立てて説明することができていた(図11)。 

生徒Ａ 生徒Ｂ 

 

 

 

 

 

 

 

 

      

 

イ 【検証の視点Ⅱ】多様な見方や考え方の深まり 

問題３において，多様な見方や考え方の深まりについて検証した。生徒Ａは，個人で考える際に

は，分母と分子に 8 を掛けることで，分母に√をふくまない形にする計算方法で解いていた。 

図 11 抽出した生徒Ａと生徒Ｂにおける数学的な表現力の高まり 

次の①，②のヒントを使って考えてみよう。 

①何をかけたら， 

整数になるかな？ 

422   

２　　　　  

 

②( )の中に何の数

を入れたらいい？ 

9

3

)(3

)(1

3

1







　　

　　

 

 

 

   

図８ ヒントカード 図９ 問題２のワークシート 図 10 問題３のワークシート 
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しかし，個人のワークシートや共有シートを活用して，ペア，グループ，クラス全体と考えを共

有する中で，分母の数 8 を 22 に直して計算するなど，新たに２種類の計算方法に気付いて答え

を求めることができていた。生徒Ｂは，個人で考える際には，２種類の解き方で問題を解いていた

が，共有シートを活用して話し合った後は，新たに   の数を  へ変形し，根号の中の数を簡単な

数にして計算する解き方に気付いて答えを求めることができていた(図12)。 

 生徒Ａ 生徒Ｂ 

 

 

      

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図12 抽出した生徒Ａと生徒Ｂにおける多様な見方や考え方の深まり 

ウ クラス全体の数学的な表現力の高まりと多様な見方や考え方の深まりについての考察 

数学的な表現力を見るために，計算及びその解き

方を説明する問題において，事前テスト(因数分解

４月)と確認テスト(平方根５月，二次方程式９月)

を行い，その結果を比較した。その結果，解き方の

説明を含めて解答が正確にできている生徒の割合

が増えている傾向が見られた(図13)。 

また，多様な見方や考え方の深まりを見るために，

複数の考え方で解けるような問題について，確認テ

スト(平方根５月と二次方程式９月)を行い，その結

果を比較した。その結果，事後の確認テストの方が

２つ以上の解き方で解いていた生徒の割合が増え

ている傾向が見られた(図14)。 

(6) 授業の実際(検証授業②) 

   単元「図形と相似」(全21時間) で，11時間目と12

時間目において実践を行った(次頁表４)。検証授業①

の反省を受けて検証授業②では，まずは，複数の考え方で解ける問題について，全員が１つの考え方

を書くことができ，さらに，２つ以上の多様な見方や考え方をもてる生徒が増えるように，次のよう

な２つの手立てを取るようにした。 

１つ目は，問題の解き方が分からない生徒に，ヒントとなるような問い掛けを丁寧に行い，ワーク 

シートに手がかりを記述させ，問題の解き方についての見通しがもてるようにした。 

２つ目は，提示するヒントカードの種類を増やすことで，生徒から２つ以上の多様な見方や考え方 

を引き出すようにした。 

8

20

4

10

個人のワークシートや共有シート活用後 

図 13 数学的な表現力の高まり 

図 14 多様な見方や考え方の深まり 
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表４ 単元の概要 

 単元名 第３学年「図形と相似」 

 単元目標  三角形の相似条件を基にして図形の性質についての理解をいっそう深めるとともに，

相似の考え方が活用できるようにする。 

 時(全21時間) 主な学習内容 

 11／21 時 平行線と線分の比の性質を利用して，線分の長さを求める。 

 12／21 時 平行線と線分の比の性質を利用し，多様な見方や考え方で値を求める。 

ここでは，「平行線と線分の比の性質を利用して，線分の長

さを求める」の授業について説明する。教科書では，「証明」

の問題として取り扱われていたが，数学を苦手としている生

徒にとっても取り組みやすく，また，生徒の多様な見方や考

え方を引き出すことができるように問題の形式を変えて生徒

に提示した(図15)。そして，下表のように，授業のそれぞれ

の段階に数学的活動を位置付けて実践を行った(表５)。 

 

    

段階 
数学的

活動 
生徒の活動【検証の視点】 手立て 

つかむ  既習内容(平行線と線分の比)を振り返る。 確認問題 

見通す ア xにの長さについて，どのようにして求めるのか予想する。 個人のワークシート   

練り合う 

 イxに 

ウ 
・xにの長さの求め方について，個人で考えたことを説明できるように 

ワークシートにまとめる。    

・xにの長さの求め方について，ペアで説明し伝え合う。【検証の視点Ⅰ】 

・xにの長さの多様な求め方について，グループ・クラス全体で説明し伝

え合う。                                     【検証の視点Ⅱ】  

話型の提示xに 

ヒントカードの提示 

 

 

共有シートの活用 

 

深める オ 演習問題に取り組む。  
まとめる カ 本時の学習内容を振り返る。  

 

「見通す」段階では，にxにの長さの求め方について自分なりの考えをもつことができるように，「既習内

容の何を使えばよいのか」などの問い掛けを行い，解き方について見通しをもたせた。「練り合う」段階

では，個人で考えた解き方についてワークシートに筋道立てて説明することができるようにまとめさせ

た(図16)。その際，問題の解き方が分からない生徒への手立てとしては，補助線の引き方の例を提示し，

図の中の三角形において平行線と線分の比の関係を使って，比例式を導き出せるようなヒントカードを

渡して考えさせるようにした(図17)。問題の解き方について，個人でまとめたものをペアで互いに確認

させた後，共有シートを活用して，グループやクラス全体で考え方を共有させることで，多様な見方や

考え方にも気付かせるようにした(図18)。 

 (7)  検証授業②における生徒の変容 

 

 

  

 

  

  

 

 

図 16 「見通す」段階の問い掛け    図 17 ヒントカード     図 18 共有シート活用の様子 

図 15 ワークシートの問題 

表５ 「平行線と線分の比の性質を利用して，線分の長さを求める」の授業について 

※ 表２のアからカの数学的活動は，図２の「授業に位置付ける主な数学的活動」にあるアからカに対応している。 
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(7) 検証授業②における生徒の変容 

「平行線と線分の比の性質を利用して，線分の長さを求める」の授業で，抽出した生徒Ａと生徒

Ｂのワークシートを分析した。 

ア  【検証の視点Ⅰ】数学的な表現力の高まり 

        問題において，数学的な表現力の高まりについて検証した。生徒Ａは，補助線の引き方を説明

しながら三角形を図で示し，平行線と線分の比の関係を使ってx にの長さの求め方について，話型

を使って筋道立てて説明することができていた。生徒Ｂは，平行線と線分の比の性質や平行四辺

形のなどの数学の用語を使い分け，数学的な表現を使って筋道立てて説明することができていた

(図19)。他の生徒も，全体的に数学的な表現を使って筋道立てて説明することができていた。 

生徒Ａ 生徒Ｂ 

 

  

生徒のワークシート 

 

 

 

 

 

     生徒のワークシート 

          図19 抽出した生徒Ａと生徒Ｂにおける数学的な表現力の高まり                  

イ  【検証の視点Ⅱ】多様な見方や考え方の深まり 

    問題において，多様な見方や考え方の深まりについて検証した。生徒Ａは，個人で考える際に

は，図の中に補助線を引くことで三角形を見いだし，平行線と線分の比の関係を使って比例式を

つくりにxにの長さを求めていた。しかし，個人のワークシートや共有シートを活用して，ペア，グ

ループ，クラス全体と考えを共有する中で，補助線の引き方を変えたり，個人で考えた三角形と

は違う三角形を図の中に見いだしたりして新たな解き方に気付き，答えを求めることができてい

た。生徒Ｂは，個人で考える際には，生徒Ａとは違う補助線の引き方で，図の中に相似な三角形

を見いだすなど，２種類の解き方で問題を解いていたが，共有シートを活用して話し合った後は，

新たな考え方で xにの長さを求めることができていた(図20)。 

生徒Ａ 生徒Ｂ 

 

 

      

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図20 抽出した生徒Ａと生徒Ｂにおける多様な見方や考え方の深まり 

ウ クラス全体の数学的な表現力の高まりと多様な方や考え方の深まりについての考察 

数学的な表現力の高まりを見るために，授業後に解き方の説明を記述する問題において確認テ 

スト(二次方程式９月と10月，関数 ay    x２11月，図形と相似12月)を実施した。その結果，学習が 

個人のワークシートや共有シート活用後 
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進むにつれ，解き方の説明を含めて解答が正確に 

できている生徒の割合が増えている傾向が見られ   

た(図21)。 

また，多様な見方や考え方ができる問題につい 

て，確認テスト(二次方程式９月と10月，関数 ay 

に                         x２11月，図形と相似12月)を実施した。その結果， 

２つ以上の解き方で解いていた生徒の割合が，学 

習が進むにつれ増えていた(図22)。  

 (8)  アンケート調査から見た生徒の意識の変容 

次のようにアンケートを実施して，生徒の意識  

の変容の分析を行った。 

・ 事前：「平方根」の単元学習の前(５月，アンケ 

ート対象生徒数は28名)に実施 

・ 中間：「二次方程式」の単元終了後(９月，アンケート対象生徒数は28名)に実施 

・ 事後：「図形と相似」の単元終了後(12月，アンケート対象生徒数は28名)に実施 

「話型を使うことで，自分の考えを筋道立てて

説明し伝え合うことができるようになりました

か」という質問では，事前と事後を比べると，「と

てもそう思う」，「そう思う」と答えた生徒が，72％

(20名)から97％(27名)に増えていた(図23)。この

ことから，話型を取り入れたことにより，多くの

生徒が説明し伝え合う活動がしやすくなったと感

じていることが分かる。実際，数学を苦手として

いる生徒Ａは「話型を使って説明することで，説

明がしやすかったし，相手の説明を聞くときも分

かりやすかった」と感想を書いていた。 

「個人のワークシートや共有シートを活用する

ことで，自分の考えを積極的に伝えることができ

ましたか」という質問では，「とてもそう思う」，

「そう思う」と答えた生徒が事前の57％(16名)か

ら，事後は93％(26名)に増えていた(図24)。 

また，「ペア，グループ，クラス全体へと説明し

伝え合う活動をすることで，多様な見方や考え方

ができるようになりましたか」という質問では，

「とてもそう思う」，「そう思う」と答えた生徒が

事前の57％(16名)から，事後は100％(28名)に増え

ていた(図25)。このことから，ペア，グループ，

クラス全体で説明し伝え合う活動を行ったことに

より，多様な見方や考え方ができるようになった

と感じている生徒が増えてきていることが分かる。 

事後アンケートにおける生徒の感想の記述内容を見てみると，生徒Ｂは，「ペア，グループ，ク

ラス全体で考えを出し合うことで，自分とは異なった解き方を知ることができて考えが広がった」 

図 21 数学的な表現力の高まり 

図 22 多様な見方や考え方の深まり 

図 23 筋道立てて説明し伝え合えたか 

 

図 24 共有シートを活用して自分の考え 

     を積極的に伝えることができたか 

図 25 多様な見方や考え方ができたか 
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と書いていた。また，他の生徒の主な感想としては，次のようなものがあった(資料１)。 

 

・ ペアやグループで考えを出し合ったとき，初めはうまく自分の考えを説明することができな 

かったけど，友達の説明の仕方をまねして話型を使って説明することで，うまく筋道立てて説 

明できるようになってきた。 

・ 話型を使うことで，自分が何を求めたいのかがよく分かってすっきりと解けるようになった 

のでよかった。 

・ 共有シートはいろいろな意見を書き込むことができ，グループの意見を一つにまとめて書く 

ときにも便利だった。 

 

７ 研究のまとめと今後の課題 

(1)  研究のまとめ 

本研究を通して，次のようなことが明らかになった。 

・ 問題解決に際し，自分の考えを説明し伝え合う場面で，話型と数学の用語を使わせることで， 

生徒は根拠を明らかにし筋道立てて説明することができるようになった。 

・ 説明し伝え合う活動の場面で，個人のワークシートや共有シートを活用して，説明のための図 

をかいたり，式に説明を書き加えたりする活動を，ペア，グループ，クラス全体へと取り入れる

ことで，問題解決への多様な見方や考え方に触れて思考を深めることができた。 

(2) 今後の課題 

本研究を通して，次のようなことが今後の課題として明らかになった。 

・ 今回は中学校の第３学年で，説明し伝え合う活動を充実するための実践を行ってきたが，今後 

は，第１学年・第２学年においても実践を考えて，３年間を見通した学習指導の在り方を探る必 

要がある。 

・ 今回の授業では，生徒の多様な見方や考え方を共有する手立てとして，個人のワークシートや 

共有シートの活用を図ったが，他の有効な手段の１つとして，ＩＣＴを活用することが考えられ， 

今後検討していく必要があると考える。 
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